
国　
道　
4
8
2
号　
線　
、　
神　
鍋　
高　
原　
へ　
向　

か　
う　
稲　
葉　

い
な
ん
ば

川　
の　
ほ　
ぼ　
中　
間　
地　
点　
、　日　
高　

町　
十　
戸　
を　
歩　
く　
。　
十　
戸　
の　
清　
水　
は　
、　
神　

鍋　
高　
原　
に　
降　
る　
雨　
や　
雪　
解　
け　
水　
が　
、　
約　

2
万　
年　
か　
ら　
3
千　
年　
前　
の　
間　
に　
神　
鍋　

火　
山　
群　
の　
噴　
火　
に　
よ　
っ　
て　
で　
き　
た　
溶　
岩　

の　
断　
層　
を　
く　
ぐ　
っ　
て　
湧　
き　
出　
る　
伏　
流　

水　
で　
、　
主　
に　
大　
池　
、　
中　
の　
池　
、　
小　
池　
、　
堂　

の　
川　
と　
十　
戸　
滝　
の　
5  

ヶ　
所　
か　
ら　
湧　
出　
し　

て　
い　
る　
。　
測　
量　
が　
可　
能　
な　
大　
池　
、　
中　
の　

池　
、　
小　
池　
か　
ら　
は　
1  
秒　
間　
に　
6
0
0  
〜　

7
0
0  
リ　
ッ　
ト　
ル　
、　
ド　
ラ　
ム　
缶　
約　
3
本　
も　

の　
水　
が　
絶　
え　
ず　
湧　
き　
出　
し　
、　
県　
内　
随　
一　

と　
い　
わ　
れ　
る　
水　
量　
を　
誇　
っ　
て　
い　
る　
。　
水　

温　
は　
11  
〜　
13
度　
、　
清　
水　
の　
恵　
み　
を　
活　
か　

し　
て　
、　ワ　
サ　
ビ　
の　
栽　
培　
や　
ニ　
ジ　
マ　
ス　
な　
ど　

の　
養　
殖　
が　
お　
こ　
な　
わ　
れ　
、　
豊　
か　
で　
お　
い　

し　
い　
水　
は　
日　
高　
町　
の　
上　
水　
道　
に　
も　
利　

用
さ
れ　
て　
い　
る　
。　

ワ　
サ　
ビ　
栽　
培　
の　
歴　
史　
は　
古　
く　
、　
約　
2

8
0

年　
前　
の　
享　
保　
年　
間　
に　
領　
主　
に　
献　
納　

し　
た　
と　
伝　
え　
ら　
れ　
て　
い　
る　
。　
ワ　
サ　
ビ　
は　
通　

常　
、　
海　
抜　
2  
0  
0  
メ　
ー　
ト　
ル　
以　
上　
の　
涼　
し　

い　
清　
流　
に　
し　
か　
育　
成　
し　
な　
い　
が　
、　
十　
戸　

要　
が　
多　
か　
っ　
た　
の　
は　
昭　
和　
45
年　
頃　
だ　
が　
、　

そ　
の　
後　
は　
、　
技　
術　
向　
上　
に　
取　
り　
組　
み　
、　

自　
然　
界　
で　
は　
年　
1  
回　
し　
か　
し　
な　
い　
産　
卵　

も　
春　
や　
夏　
に　
も　
自　
家　
採　
卵　
を　
可　
能　
に　
し　

た　
。　
現　
在　
、　7  
軒　
が　
養　
鱒　
業　
に　
携　
わ　
り　
、　

年　
間　
生　
産　
量　
は　
約　
40  
ト　
ン　
、　
釣　
り　
堀　
用　

や　
キ　
ャ　
ン　
プ　
の　
食　
材　
と　
し　
て　
出　
荷　
し　
て　
い　

る　
。　ニ　
ジ　
マ　
ス　
の　
他　
に　
も　
イ　
ワ　
ナ　
、　ア　
マ　
ゴ　

な　
ど　
清　
流　
に　
し　
か　
生　
息　
し　
な　
い　
魚　
の　
養　

殖
も　
お　
こ　
な　
っ　
て　
い　
る　
。　

国　
道　
沿　
い　
は　
、　
昭　
和　
40
年　
頃　
に　
ニ　
ジ　

マ　
ス　
の　
川　
釣　
り　
場　
が　
開　
設　
さ　
れ　
た　
の　
を　

き　
っ　
か　
け　
に　
大　
盛　
況　
と　
な　
り　
、　
旅　
館　
や　

飲　
食　
店　
が　
建　
つ　
、　
に　
ぎ　
や　
か　
な　
町　
並　
み　

が　
で　
き　
上　
が　
っ　
た　
。　
そ　
の　
一　
方　
、　
集　
落　
の　

中　
に　
入　
り　
込　
む　
と　
、　
民　
家　
を　
縫　
う　
よ　
う　

に　
清　
ら　
か　
な　
水　
路　
が　
流　
れ　
、　
の　
ど　
か　
で　

は　
海　
抜　
約　
1
0  
0  
メ　
ー　
ト　
ル　
、　
日　
本　
一　

海　
抜　
の　
低　
い　
場　
所　
で　
の　
栽　
培　
と　
い　
わ　
れ　

て　
い　
る　
。　
湧　
水　
地　
の　
一　
つ　
、　
小　
池　
の　
水　

源　
付　
近　
に　
ワ　
サ　
ビ　
田　
が　
あ　
り　
、　
種　
の　
採　

取　
、　
春　
と　
秋　
の　
播　
種　

は
し
ゅ

、　
育　
苗　
、　
定　
植　
と　
、　

収　
穫　
ま　
で　
の　
1  
年　
間　
、　
手　
間　
と　
労　
力　
を　

か　
け　
た　
栽　
培　
を　
繰　
り　
返　
し　
て　
い　
る　
。　
出　

荷　
先　
は　
主　
に　
大　
阪　
市　
場　
、　
肥　
料　
な　
ど　
を　

加　
え　
る　
こ　
と　
な　
く　
、　
湧　
き　
水　
だ　
け　
で　
栽　

培　
し　
て　
い　
る　
の　
も
自
慢　
だ　
。　

養　
鱒　

よ
う
そ
ん

業　
は　
、　
大　
正　
12
年　
頃　
か　
ら　
円　
山　

川　
で　
捕　
獲　
し　
た　
鮭　
の　
卵　
を　
採　
取　
し　
、　
ふ　

化　
育　
成　
に　
取　
り　
組　
ん　
だ　
こ　
と　
に　
は　
じ　
ま　

り　
、　
ニ　
ジ　
マ　
ス　
の　
養　
殖　
は　
昭　
和　
初　
期　
か　

ら　
お　
こ　
な　
わ　
れ　
る　
よ　
う　
に　
な　
っ　
た　
。　
高　

級　
魚　
と　
し　
て　
珍　
重　
さ　
れ　
、　
一　
時　
期　
は　
海　

外　
へ　
も　
盛　
ん　
に　
輸　
出　
さ　
れ　
た　
。　
最　
も　
需　
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さ
ら
さ
ら
、　
ぷ
く
ぷ
く
、　
き
ら
め
く
水
音

県
内
随
一
と
い
わ
れ
る
豊
か
な
清
水
が

ニ
ジ
マ
ス
や
ワ
サ
ビ
を
育
む

湧
き
水
あ　
ふ　
れ　
る　
せ　
せ　
ら
ぎ　
の　
里　
／
日
高
町　
・　
十
戸

じ

ゅ

う

ご

う　

ら　

ろ　

じ　

た　

ん　

け　

ん　

十戸（日高町）
神鍋高原に降る雨や雪解け水が地下をくぐ
り、5ヶ所の湧水地から豊かできれいな水が
湧き出る。水温は1 1～1 3度、上水道にも利
用され、清水の恵みを活かしてワサビの栽培
やニジマスなどの養殖がおこなわれている。
昭和4 0年頃に川釣り場が開設され、大盛況
となり、旅館や飲食店が建つ現在のような町
並みができあがった。

国道から入ると民家を縫うよ
うに清らかな水路が流れる。

養殖池

思わず別世界を
実感するポイント

養殖池に架かる橋を
渡って家へ

川いと

川いと

川いと

火山灰の
色をした畑

観光マップ

十戸温泉泉源公園

旅館

レストラン

喫茶

お好み焼き
旅館

ニジマス・但馬牛などの供養碑

但馬ビーフが
味わえるお店

そば処

要予約でニジマス料理が味わえる旅館
宿泊すれば十戸温泉にも入浴可

川釣り場（有料）

至日高町市街
評判の
粉屋さん

中の池

ワサビ田

風情のある
建物

Time is Money. 時は金なり

あなたの時間を有効に

いつでも　どこでも　あなた自身が銀行です。

地 域 とと もに 発展 する

h t t p : / / w w w . t a j i m a b a n k . c o . j p /

たんぎんダイレクト インターネットバンキング
モバイルバンキング
テレホンバンキング



十　
戸　
を　
歩　
く　
と　
さ　
ま　
ざ　
ま　
な　
水　
音　

に　
出　
会　
う　
。　
滝　
や　
渓　
流　
の　
近　
く　
で　
は　
、　

ド　
ウ　
ド　
ウ　
と　
響　
く　
川　
音　
、　
養　
殖　
池　
で　
は　
、　

時　
折　
、　
ぴ　
ち　
ゃ　
ん　
と　
ニ　
ジ　
マ　
ス　
が　
跳　
ね　
る　

音　
、　
ワ　
サ　
ビ　
田　
で　
は　
ぷ　
く　
ぷ　
く　
湧　
き　
出　

る　
水　
の　
音　
、　
水　
路　
で　
は　
、　
さ　
ら　
さ　
ら　
、　
き　

ら　
め　
く
よ　
う
な
水
音　
が　
奏　
で　
ら　
れ　
る　
。　

夏　
に　
は　
、　
清　
流　
に　
の　
み　
繁　
殖　
す　
る　
キ　

ゆ　
っ　
た　
り　
と　
し　
た　
風　
景　
が　
ひ　
ろ　
が　
る　
。　

野　
菜　
を　
洗　
っ　
た　
り　
す　
る　
生　
活　
用　
水　
、　
昔　

な　
が　
ら　
の　
川　
い　
と　
も　
健　
在　
。　
コ　
ン　
ク　
リ　

ー　
ト　
で　
固　
め　
ら　
れ　
た　
表　
情　
で　
は　
な　
く　
、　

苔　
む　
し　
た　
石　
垣　
、　
砂　
利　
の　
川　
底　
に　
水　
草　

が　
自　
生　
し　
、　
豊　
か　
な　
水　
量　
は　
流　
れ　
が　
速　

く　
よ　
ど　
み　
が　
な　
い　
。　
水　
辺　
の　
風　
情　
が　
な　

ん　
と
も
良　
い　
。　
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野菜などを洗う現役の川いと
夏はスイカやビールを冷やす
ことも。

渓流の眺めが良い橋。 十戸滝、滝壺は渇くことがない。京阪神からも太公望が訪れる川釣り場。

ワサビ栽培の北村政之
さんに話を聞く。足元
からぷくぷく湧き水の
音がする。

但馬各地から多くの人が訪れ
る評判のだんごの粉屋さん。
ウオンウオンと大きなベルト
が回り石臼で粉を挽く。かつ
ては水車が使われていた。

国道からわずか数メートル入った民家
の軒先にある湧水地、堂の川。「冷たく
て旨い」探険隊員も順番に飲んでみる。

小池の弁財天の近くで。

水量が豊かで流れも早い。
藻の緑も鮮やか。

中の池の湧水地周辺,、のどかで
ゆったりとした風景がひろがる。

バス停

国道
4 8 2号線

堂の川

小池

弁財天の祠
こんもりとした緑の中に
勢いの良い流れ

火山岩を積み上げた石垣

チョウザメを
養殖

養殖池

子猫を連れた
猫の家族がウロウロ

サギやトンビが
上空をくるくる
魚を狙っている

養殖池

養殖池

養殖池

川いと

水道の取り口

（旧）養鱒組合事務所

櫓のあるお堂

観光マップ

旅館

旅館

食事処

ニジマスの
甘露煮

稲葉川

川釣り場
（有料）

十戸滝

眺めが良い橋

不動尊・弁財天
などが祀ら
れている

至神鍋高原
（平成1 5年秋には

蘇武トンネルが
開通予定・至村岡へ）

案内をしていただいた
田村哲郎さん。県養鱒漁
業協同組合組合長。自家
採卵などに取り組む。
水路のクリーン作戦など
地域ぐるみで環境と水
に関する活動も展開。

人影にニジマスが寄ってくる
ことも。池の表面がざわざわ
波立つさまは圧巻。

ン　
ポ　
ウ　
ゲ　
科　
の　
多　
年　
草　
、　
梅　
花　

ば
い
か

藻　も
の　
白　

い　
可
憐
な
花
も　
ゆ　
ら　
め　
い
て
い
る
。　

協
力　

日
高
町　
・　
十
戸　
の　
み　
な
さ　
ん　

●
裏
路
地
探
険
隊
員
募
集

8
月
24
日　（
土
）　養
父
町
探
険

宿
場
町
の　
な
ご　
り
、　
鯉
の　
ま
ち
養
父
市
場
を
歩
く

＊　
実　
施　
日　
の　
10  
日　
前　
ま　
で　
に　
、　
18  
ペ　
ー　
ジ　
掲　
載　
の　
T  
2  
編　

集　
部　
へ　
、　
住　
所　
・　
氏　
名　
・　
年　
齢　
・　
電　
話　
番　
号　
・　「　
裏　
路　
地　

参　
加　
希　
望　
」　
と　
お　
書　
き　
の　
上　
、　
ハ　
ガ　
キ　
で　
お　
申　
し　
込　
み　

く　
だ　
さ　
い　
。　
開　
催　
は　
午　
前　
中　
、　
現　
地　
集　
合　
・　
現　
地　
解　
散　

と　
な　
り　
ま　
す　
。　
申　
込　
締　
切　
日　
後　
、　
案　
内　
を　
参　
加　
ご　
希　

望　
の　
方　
へ　
送
付
致
し　
ま
す　
。　


